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農業 農機オタクのおもちゃで
終わらせないために

アイ     ティー

　圃場管理システム（２）第２回

T

圃
場
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
す

る
動
機
は
何
だ
ろ
う
か
？　

こ
れ
ま
で
台

帳
やExcel

の
表
に
記
録
し
て
い
た
圃
場

ご
と
の
情
報
を
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
に
変
え
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
デ
ー

タ
を
単
に
記
録
し
、
管
理
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
の
役
割
を
超
え
て
、
農
作
業
の
工
程

を
管
理
し
た
り
、
次
の
計
画
立
案
に
寄
与

し
た
り
、
経
営
者
の
判
断
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
機
能
こ
そ
が
圃
場
管
理
シ
ス
テ
ム
の
真

髄
で
あ
ろ
う
。

目
的
や
経
営
体
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
求

め
る
機
能
や
使
い
方
は
多
彩
だ
。
ま
た
使

う
側
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
を
扱
う
Ｉ
Ｔ

ス
キ
ル
に
よ
っ
て
も
選
択
肢
は
変
わ
っ
て

く
る
。
デ
ー
タ
を
自
動
的
に
グ
ラ
フ
に
表

し
て
解
析
で
き
る
シ
ス
テ
ム
も
あ
れ
ば
、

栽
培
計
画
を
立
案
す
る
時
点
で
予
算
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
機
能
が
あ
っ

た
り
、
地
図
ベ
ー
ス
の
情
報
管
理
が
充
実

し
た
シ
ス
テ
ム
も
あ
る
。

前
半
で
は
、
特
に
土
地
利
用
型
農
業
に

適
し
た
圃
場
管
理
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
を
挙

げ
て
、
要
点
を
整
理
し
て
み
た
い
。

①
マ
ッ
プ
ベ
ー
ス
の
圃
場
管
理

地
図
上
に
圃
場
の
区
画
が
示
さ
れ
る

と
、
圃
場
の
位
置
や
大
き
さ
、
形
状
が
視

覚
化
さ
れ
る
。
さ
ら
に
地
域
全
体
の
圃
場

を
色
分
け
表
示
（
図
１
）
で
き
れ
ば
、
土

地
の
属
性
や
土
壌
の
種
類
、作
目（
品
種
）、

作
業
履
歴
も
一
目
で
把
握
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
こ
う
い
っ
た
機
能
は
、
地
図
と
圃

場
ご
と
の
作
業
情
報
や
機
械
・
資
材
・
人

な
ど
の
情
報
を
一
括
管
理
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る 

。

地
図
上
の
圃
場
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、

そ
の
圃
場
の
情
報
が
表
示
さ
れ
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
リ
ン
ク
し
て
い
れ
ば
、
多
目
的

の
解
析
が
行
な
え
る
。

地
方
自
治
体
や
Ｊ
Ａ
に
導
入
さ
れ
て
い

る
シ
ス
テ
ム
は
多
機
能
で
高
価
だ
が
、
簡

易
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
呼
ば
れ
る
特
定
の
目
的
に
限

定
し
て
安
価
に
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
も

あ
る
。Google

社
の
地
図
や
航
空
写
真

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
点
で
、

本
格
的
な
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
使
わ
な
い
地
図
ベ
ー

ス
の
シ
ス
テ
ム
も
登
場
し
た
。
安
価
に
表

示
・
閲
覧
機
能
を
利
用
で
き
て
便
利
だ
が
、

今回は、実際に提供されている圃場管理システムの機
能の概要を解説し、各種システムを比較して紹介す

る。圃場管理システムを選ぶ際には、いかに経営判断を導
くために役立つ材料を提供できるのかという視点で考えて
いただきたい。皆さまの農場にはどのシステムが最適だろ
うか。� （取材・文　加藤祐子）

土
地
利
用
型
農
業
に
最
適
な

シ
ス
テ
ム
の
特
徴
と
要
点

図１　色分けされた圃場図（提供：㈱日立ソリューションズ）
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印
刷
制
限
も
あ
る
の
で
留
意
し
た
い
。

管
理
す
る
圃
場
数
が
多
い
経
営
体
で

は
、
圃
場
全
体
を
俯
瞰
で
き
る
だ
け
で
、

日
々
の
作
業
工
程
を
組
み
立
て
や
す
く
な

る
だ
ろ
う
。
地
域
全
体
の
圃
場
を
一
目
で

把
握
で
き
、
便
利
で
あ
る
。

②
デ
ー
タ
集
計
・
分
析
・
解
析
機
能

一
般
の
工
場
等
で
品
質
管
理
に
用
い
ら

れ
る
、
計
画
（
Ｐ
）
→ 

実
行
（
Ｄ
）
→ 

評
価
（
Ｃ
）
→ 

改
善
（
Ａ
）
を
繰
り
返

す
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
農
業
現
場
向
け

に
提
供
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
計
画
を
立
て
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
る
。
カ
レ
ン
ダ
ー
上
に
圃
場
や
作
業
内

容
を
入
力
し
て
い
く
と
、
事
前
に
入
力
し

た
マ
ス
タ
情
報
を
元
に
資
材
費
、
機
械
の

償
却
費
、
人
件
費
な
ど
の
予
算
を
シ

ミ
ュ
ー
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
機
能
も
一
部

の
シ
ス
テ
ム
で
は
可
能
で
あ
る
（
図
２
）。

次
に
、
作
業
を
し
な
が
ら
記
録
を
つ
け

る
。
現
場
で
の
入
力
は
で
き
る
だ
け
簡
易

に
、
重
複
し
な
い
よ
う
な
配
慮
が
施
さ
れ

て
い
る
。
記
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
自
動
で

集
計
さ
れ
、
経
費
計
算
や
出
荷
の
見
通
し

を
確
認
で
き
る
よ
う
に
導
か
れ
る
。
最
低

限
必
要
な
グ
ラ
フ
が
表
示
さ
れ
た
り
、

デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
た
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
分
析
で
き
る
ツ
ー
ル

が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
の
流
れ
を
振
り
返
り
、
次
の

計
画
を
立
案
に
反
映
す
る
ま
で
の
一
連
の

流
れ
を
シ
ス
テ
ム
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

る
。
ス
タ
ッ
フ
が
多
い
経
営
体
で
は
、
現

場
で
入
力
す
る
ス
タ
ッ
フ
と
、
日
々
の
進

捗
を
確
認
す
る
管
理
者
、
全
体
の
生
産
工

程
を
把
握
す
る
経
営
者
が
異
な
る
の
で
、

利
用
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
は
ず
だ
。

③
多
様
な
入
力
端
末

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
普

及
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
つ
な
が
り
さ

え
す
れ
ば
情
報
の
や
り
取
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
従
業
員
を
多
く
抱
え
る
経

営
体
や
、
作
業
項
目
が
多
い
場
合
に
は
、

ス
タ
ッ
フ
に
携
帯
端
末
を
持
た
せ
て
、
現

場
で
入
力
す
る
運
用
方
法
が
有
効
で
あ

る
。
多
く
の
端
末
に
は
カ
メ
ラ
が
搭
載
さ

れ
て
い
る
の
で
、
気
に
な
る
圃
場
は
写
真

を
撮
っ
て
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
お
け
ば
、

情
報
を
共
有
で
き
、
必
ず
し
も
現
場
に
駆

け
つ
け
な
く
て
も
あ
る
程
度
把
握
で
き
る

の
で
、
上
手
に
活
用
し
た
い
。

　④
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
バ
や
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン（
据
置
型
）

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る

の
が
こ
れ
ま
で
は
一
般
的
だ
っ
た
が
、
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
提
供
も
普
及
し

つ
つ
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業

が
保
有
す
る
サ
ー
バ
ー
に
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト

を
経
由
し
て
、
情
報
を
保
存
し
、
や
り
取

り
す
る
仕
組
み
を
利
用
し
て
い
る
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
し
て
販
売
さ
れ
る

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
異
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
し
て
、
常
に
最
新
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
利
用

料
金
は
月
額
、
年
額
で
設
定
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
自
前
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
サ
ー

バ
ー
を
持
た
な
く
て
済
む
の
で
、
も
ち
ろ

ん
維
持
・
更
新
は
不
要
で
あ
る
。

な
お
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
な
ど
の
地
図
情
報
は

デ
ー
タ
容
量
が
大
き
い
の
で
、
事
務
所
に

据
え
置
く
こ
と
を
前
提
に
作
ら
れ
て
い

る
。
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示
を
し
た

方
が
使
い
勝
手
が
良
い
の
で
目
的
に
応
じ

て
使
い
分
け
た
い
。

⑤
想
定
す
る
ユ
ー
ザ

土
地
利
用
型
の
多
く
の
経
営
で
は
、
未

だ
に
家
族
経
営
を
主
体
と
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
な
ど
の
据
え
置
き
型
の

シ
ス
テ
ム
は
、
経
営
者
と
数
人
の
ス
タ
ッ

フ
が
利
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
随
時
新
し
い
情
報
を
現
場
で

入
力
し
な
く
て
も
、
日
々
の
作
業
確
認
と

作
業
後
の
入
力
で
運
用
で
き
る
。

一
方
、
露
地
野
菜
や
果
樹
な
ど
、
作
物

の
成
長
が
早
く
、
作
業
項
目
が
多
い
経
営

で
は
、
優
先
順
位
の
高
い
作
業
を
自
動
的

に
表
示
し
、
後
戻
り
作
業
が
発
生
し
な
い

よ
う
に
警
告
を
発
す
る
画
面
構
成
な
ど
も

工
夫
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
、
後
半

で
は
、
各
社
が
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
を
一

覧
で
比
較
す
る
。「
Ｉ
Ｔ
化
の
波
に
乗
る

必
要
が
あ
る
か
？
」
と
い
う
問
い
に
は
、

「
Ｎ
Ｏ
」
と
答
え
て
も
構
わ
な
い
だ
ろ
う
。

重
要
な
の
は
、
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
利
用
す
る

か
ど
う
か
で
は
な
く
、
経
営
と
い
う
視
点

で
細
か
く
見
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
な
の

だ
か
ら
。
今
か
ら
導
入
を
検
討
し
て
い
る

方
に
も
シ
ス
テ
ム
選
び
の
ヒ
ン
ト
を
提
供

で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

カレンダーに圃場と作業内容を入
力する（計画）

図２　農作業の工程管理の表示画面
　　　（提供：㈱アグリコンパス）

作業内容を入力すると、予算をシ
ミュレーションできる（計画）

週間予定に沿って作業を行ない、
記録する（実績）



44農業経営者 2013 年 6 月号

×

システム名称

基本構成

入力端末

導入対象の経営型

想定するユーザ

システムの特徴

地　　図

PDCAサイクル

コスト計算

帳票等出力

農薬DBとのリンク

JGAP

そ の 他

希望小売価格（税込）

問い合わせ先

PMS
作業計画・管理支援システム

GeoMaiton Farm
圃場・土壌情報管理システム

VPgfile Lite 農地管理版
／VPgFILE Professional

アグリノート
クラウドを活用した農業支援システム

アグリプランナー
農場経営支援システム

フィールドノート
営農支援ソフト

食・農クラウド Akisai
農業生産管理SaaS 生産マネジメント

67 66 65 64 63 62 61

GIS 互換の地図を使用
　( 印刷可能）

GIS 互換の地図を使用
　( 印刷可能）

顧客要望により各種GIS 互換の
地図を使用（印刷可能） Google 地図／ Yahoo! 地図を利用 Google 地図を利用 Google 地図を利用 Google 地図を利用

標準的なツールは用意なし
別途項目ごとに解析できる ユーザー次第 ユーザー次第 特に設定なし 作業振り返り・経営分析機能あり

購入・出荷等の集計に対応
操作はやや複雑だが、機能は充実 ユーザー次第 ユーザー次第 特に設定なし 計画作成段階でシミュレーション可 計画作成段階でシミュレーション可 計画作成段階でシミュレーション可

各種帳票を出力可能
（利用権設定、共済申請など） 特に設定なし

（いずれも「生産履歴管理システム」
（オプション）で対応）

圃場情報、出荷計画などを出力可
（Eｘcel のフォーマットあり） 各種帳票を出力可能 各種帳票を出力可能 各種帳票を出力可能 各種帳票を出力可能

あり カスタマイズ対応 あり あり あり

月額 52,500 円（1ID で端末 5台分）
※導入時のサポート対応も含む

（通常版）年額 189,000 円、
（簡易版）年額 105,000 円

あり

ユーザー次第 ユーザー次第 ユーザー次第 対応可能 対応可能 対応可能 対応可能

クライアント
サーバ

クライアント
サーバ

スタンド
アロン

スタンド
アロン クラウド クラウド クラウド クラウド

コンピュタの画面上で圃場の地図を見
ながら作物生産計画から栽培工程管理
までの情報を管理できる。システムに
記録された情報を経験や知識によって
総合的に検討し、意思決定することを
サポートする。事務所の大型ディスプ
レイに表示して操作すると、より使い
勝手が良い。

圃場に関連した様々な情報を地図とリ
ンクさせて、きめ細かく管理する GIS
システム。台帳だけでは分からない関
連性が見えるため、統合的な情報が利
用できる。圃場毎に土壌分析結果と収
量との関連性や圃場の作付体系、収益
性などを的確かつタイムリーに把握
し、、具体的な営農計画立案に役立つ。

地図と Excel シートで作成した農地
情報を一元管理する。スキャナーで取
り込んだ背景地図と圃場管理台帳の
Excel データがあれば、農地管理デー
タを簡単に作成できる。管理項目は自
分で作成でき、Excel シートの中で項
目の追加・削除、集計作業も自在。デー
タ操作は全てExcel 上で行なう。

航空写真を利用したマップベースで農
作業の情報を共有できるクラド型農作
業管理ツール。作業記録はマウス操作・
タッチ操作のみの簡単入力で、記録や
データの閲覧もマップ上の圃場をク
リック（タッチ）するだけで行なえる。
現場と事務所で情報を共有でき、現場
からの写真も登録できる。

すべての圃場の実態をリアルタイムに
販売計画から圃場収支まで一括管理す
るので、より正確な生産および販売見
通しを把握でき、農業経営をサポート
する。スマートフォンによる遠隔地で
の情報入力・参照により、現場と円滑
なコミュニケーションを構築し、人材
の育成・サポートを行なう。

圃場ごとの栽培記録、および収支管理
を行ない、各種トレサビリティーにも
対応する。また会計処理・労務管理・
計画実績管理の各機能が連動すること
で、会計処理における重複入力されな
い設計。圃場管理を入力すると同時に
会計処理が行なわれ、利用者の入力手
間を省くことができる。

経営者、管理者、作業者のユーザごと
に必要なデータ表示機能あり

無償配布中（試用可能） 約 630,000 円（1ユーザ）
※サーバ費用含む

VPgFILE Lite：126,000 円
VPgFILE Professional：312,900 円～ 年額 39,800 円（6名まで） 月額 42,000 円（5ID ～） ※初期設定サー

ビス（52,500 円）など各種オプションあり

圃場毎の予算シミュレーション・予算
実績管理機能あり

データを生かした農業を実践し、企業
的農業経営を実現するシステム。生産・
作業・収穫・出荷の計画と実績を集計・
分析し、農業の経営・生産・品質の見
える化と PDCA のマネジメントで、
生産性向上・高品質／ブランド化・高
収益作物ポートフォリオの作成など、
農業経営の収益改善に貢献する。

・圃場図作成・管理（作物・土壌など）
・作業計画作成／作業記録
・資材（肥料・農薬など）の在庫管理
・天候や生育状況の推移管理、
・作業条件（作業時期、水利慣行など）
・機械や作業者の管理

・圃場情報（作付情報・転作状況・耕
作地面積・環境保全情報）の管理
・土壌情報の管理・色分け表示
・生産履歴 ( 農薬含む）と収量の関係
の把握
・最適な施肥設計を支援

・圃場図形の作図／編集
・農地管理情報の確認／修正
・地図の色塗り
・農地管理情報による複合検索
・VPgFILE Professional は各種カスタ
マイズに対応（価格は見積りベース）

・圃場データ作成
・農作業情報の入力
・生育記録のグラフ化
・データのExcel 出力

・予定を立てる：販売・作付け・作業
　計画の立案
・記録をつける：実績の登録
・記録を見る：実績の照会
・データを活用する：データ参照・
　グラフ化

・栽培計画書の作成
・作業履歴、農薬肥料使用記録、出荷
　履歴・入出庫履歴等の一覧表示
・労務管理（労働時間投下表）
・会計処理（財務諸表等）

・計画：栽培指針／出荷計画など
・記録：作業／収穫／出荷／資材購入
　／気象データ記録・写真取込
・確認：計画一覧／作業実績／ＧＡＰ
　達成度確認など
・マスタ基本設定
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情報利用研究領域
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経営者
（管理者）

経営者
（管理者）

経営者
（管理者） 作業者＋経営者

（管理者） 作業者＋経営者
（管理者） 作業者＋経営者

（管理者） 作業者＋経営者
（管理者）

果樹等施設野菜畑作野菜土地利用型果樹等施設野菜畑作野菜土地利用型果樹等施設野菜畑作野菜土地利用型 畑作野菜土地利用型畑作野菜土地利用型 畑作野菜土地利用型 畑作野菜土地利用型

地図ベースの圃場管理に対応 農作業の工程・予算実績管理を重視

研究機関が管理・運営しているので、
製品保証はない。簡易なシステムを過
去に利用したが物足りなくなったとい
う方におすすめの玄人向け。用水等の
水系毎の色分け表示機能はこのシステ
ムだけ。分からないことは、ユーザー
講習会（無料・不定期実施）で学べる。

フルスペックの高価なシステムに見合
うだけの機能を搭載している。ＪＡな
ど団体向けの商品を法人でも導入可
能。本格的な GIS を要望するユーザ
の期待に応えてくれる。別途、個人向
けの栽培記録・管理システム「栽培く
ん」のクラウドサービスにて提供中。

Excel を操作できれば動かせる、PC
初心者向け。低価格でGIS機能を使え
る。集計管理をしたい人は、Excelベー
スで項目を設定する作業を惜しまなけ
れば、システムの使い方はユーザ次第
で自由自在に組み立てられる。要望に
応じてカスタマイズしてくれる。

パソコンが苦手、まずは作業記録をと
る段階からスタートしたい方向けの入
門編。記録したデータの分析ツールは
まだ用意されていないので、経営情報
としてフィードバックしたいのなら、
その目的に合ったシステムを選ぶ必要
がある。安価で取り組みやすい。

「企業の経営ソフト」であるという意
識が高い。入力作業をとことん簡略化
し、ユーザ目線で画面が作り込まれて
いる。最低限、必要なグラフは一目で
理解できる。未終了作業をメイン画面
中央に赤く表示し、作業遅れに気づか
せるなど工程管理に徹している。

圃場毎に立てた作業計画を基に実績を
記録していくことで、圃場毎の予算実
績管理システムとして評価が高い。月
次、年次で計画に対する進捗やズレを
作業と経費の面から管理できる。工程
管理と会計処理が連動しているので、
ユーザーは一度入力するだけで済む。

圃場の情報をクラウドに集約して管
理・保管できる先駆け的存在。現場で
作業するスタッフが入力するデータや
写真を経営者が活用する仕組みが整っ
ている。圃場に設置したセンサとリン
クしてデータを自動収集機能を試験中
で、今後も機能は拡充される見込み。

編集部
コメント

アプリ
（Android）

アプリ
（Android）

アプリ
（Android）

アプリ
（iOS）

アプリ
（Android）＋

※ 内の数字は資料請求番号です。本コーナーの商品は
　本誌HP www.farm-biz.co.jp からまとめて資料請求ができます（無料）。
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システム名称

基本構成

入力端末

導入対象の経営型

想定するユーザ

システムの特徴

地　　図

PDCAサイクル

コスト計算

帳票等出力

農薬DBとのリンク

JGAP

そ の 他

希望小売価格（税込）

問い合わせ先

PMS
作業計画・管理支援システム

GeoMaiton Farm
圃場・土壌情報管理システム

VPgfile Lite 農地管理版
／VPgFILE Professional

アグリノート
クラウドを活用した農業支援システム

アグリプランナー
農場経営支援システム

フィールドノート
営農支援ソフト

食・農クラウド Akisai
農業生産管理SaaS 生産マネジメント

67 66 65 64 63 62 61

GIS 互換の地図を使用
　( 印刷可能）

GIS 互換の地図を使用
　( 印刷可能）

顧客要望により各種GIS 互換の
地図を使用（印刷可能） Google 地図／ Yahoo! 地図を利用 Google 地図を利用 Google 地図を利用 Google 地図を利用

標準的なツールは用意なし
別途項目ごとに解析できる ユーザー次第 ユーザー次第 特に設定なし 作業振り返り・経営分析機能あり

購入・出荷等の集計に対応
操作はやや複雑だが、機能は充実 ユーザー次第 ユーザー次第 特に設定なし 計画作成段階でシミュレーション可 計画作成段階でシミュレーション可 計画作成段階でシミュレーション可

各種帳票を出力可能
（利用権設定、共済申請など） 特に設定なし

（いずれも「生産履歴管理システム」
（オプション）で対応）

圃場情報、出荷計画などを出力可
（Eｘcel のフォーマットあり） 各種帳票を出力可能 各種帳票を出力可能 各種帳票を出力可能 各種帳票を出力可能

あり カスタマイズ対応 あり あり あり

月額 52,500 円（1ID で端末 5台分）
※導入時のサポート対応も含む

（通常版）年額 189,000 円、
（簡易版）年額 105,000 円

あり

ユーザー次第 ユーザー次第 ユーザー次第 対応可能 対応可能 対応可能 対応可能

クライアント
サーバ

クライアント
サーバ

スタンド
アロン

スタンド
アロン クラウド クラウド クラウド クラウド

コンピュタの画面上で圃場の地図を見
ながら作物生産計画から栽培工程管理
までの情報を管理できる。システムに
記録された情報を経験や知識によって
総合的に検討し、意思決定することを
サポートする。事務所の大型ディスプ
レイに表示して操作すると、より使い
勝手が良い。

圃場に関連した様々な情報を地図とリ
ンクさせて、きめ細かく管理する GIS
システム。台帳だけでは分からない関
連性が見えるため、統合的な情報が利
用できる。圃場毎に土壌分析結果と収
量との関連性や圃場の作付体系、収益
性などを的確かつタイムリーに把握
し、、具体的な営農計画立案に役立つ。

地図と Excel シートで作成した農地
情報を一元管理する。スキャナーで取
り込んだ背景地図と圃場管理台帳の
Excel データがあれば、農地管理デー
タを簡単に作成できる。管理項目は自
分で作成でき、Excel シートの中で項
目の追加・削除、集計作業も自在。デー
タ操作は全てExcel 上で行なう。

航空写真を利用したマップベースで農
作業の情報を共有できるクラド型農作
業管理ツール。作業記録はマウス操作・
タッチ操作のみの簡単入力で、記録や
データの閲覧もマップ上の圃場をク
リック（タッチ）するだけで行なえる。
現場と事務所で情報を共有でき、現場
からの写真も登録できる。

すべての圃場の実態をリアルタイムに
販売計画から圃場収支まで一括管理す
るので、より正確な生産および販売見
通しを把握でき、農業経営をサポート
する。スマートフォンによる遠隔地で
の情報入力・参照により、現場と円滑
なコミュニケーションを構築し、人材
の育成・サポートを行なう。

圃場ごとの栽培記録、および収支管理
を行ない、各種トレサビリティーにも
対応する。また会計処理・労務管理・
計画実績管理の各機能が連動すること
で、会計処理における重複入力されな
い設計。圃場管理を入力すると同時に
会計処理が行なわれ、利用者の入力手
間を省くことができる。

経営者、管理者、作業者のユーザごと
に必要なデータ表示機能あり

無償配布中（試用可能） 約 630,000 円（1ユーザ）
※サーバ費用含む

VPgFILE Lite：126,000 円
VPgFILE Professional：312,900 円～ 年額 39,800 円（6名まで） 月額 42,000 円（5ID ～） ※初期設定サー

ビス（52,500 円）など各種オプションあり

圃場毎の予算シミュレーション・予算
実績管理機能あり

データを生かした農業を実践し、企業
的農業経営を実現するシステム。生産・
作業・収穫・出荷の計画と実績を集計・
分析し、農業の経営・生産・品質の見
える化と PDCA のマネジメントで、
生産性向上・高品質／ブランド化・高
収益作物ポートフォリオの作成など、
農業経営の収益改善に貢献する。

・圃場図作成・管理（作物・土壌など）
・作業計画作成／作業記録
・資材（肥料・農薬など）の在庫管理
・天候や生育状況の推移管理、
・作業条件（作業時期、水利慣行など）
・機械や作業者の管理

・圃場情報（作付情報・転作状況・耕
作地面積・環境保全情報）の管理
・土壌情報の管理・色分け表示
・生産履歴 ( 農薬含む）と収量の関係
の把握
・最適な施肥設計を支援

・圃場図形の作図／編集
・農地管理情報の確認／修正
・地図の色塗り
・農地管理情報による複合検索
・VPgFILE Professional は各種カスタ
マイズに対応（価格は見積りベース）

・圃場データ作成
・農作業情報の入力
・生育記録のグラフ化
・データのExcel 出力

・予定を立てる：販売・作付け・作業
　計画の立案
・記録をつける：実績の登録
・記録を見る：実績の照会
・データを活用する：データ参照・
　グラフ化

・栽培計画書の作成
・作業履歴、農薬肥料使用記録、出荷
　履歴・入出庫履歴等の一覧表示
・労務管理（労働時間投下表）
・会計処理（財務諸表等）

・計画：栽培指針／出荷計画など
・記録：作業／収穫／出荷／資材購入
　／気象データ記録・写真取込
・確認：計画一覧／作業実績／ＧＡＰ
　達成度確認など
・マスタ基本設定
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地図ベースの圃場管理に対応 農作業の工程・予算実績管理を重視

研究機関が管理・運営しているので、
製品保証はない。簡易なシステムを過
去に利用したが物足りなくなったとい
う方におすすめの玄人向け。用水等の
水系毎の色分け表示機能はこのシステ
ムだけ。分からないことは、ユーザー
講習会（無料・不定期実施）で学べる。

フルスペックの高価なシステムに見合
うだけの機能を搭載している。ＪＡな
ど団体向けの商品を法人でも導入可
能。本格的な GIS を要望するユーザ
の期待に応えてくれる。別途、個人向
けの栽培記録・管理システム「栽培く
ん」のクラウドサービスにて提供中。

Excel を操作できれば動かせる、PC
初心者向け。低価格でGIS機能を使え
る。集計管理をしたい人は、Excelベー
スで項目を設定する作業を惜しまなけ
れば、システムの使い方はユーザ次第
で自由自在に組み立てられる。要望に
応じてカスタマイズしてくれる。

パソコンが苦手、まずは作業記録をと
る段階からスタートしたい方向けの入
門編。記録したデータの分析ツールは
まだ用意されていないので、経営情報
としてフィードバックしたいのなら、
その目的に合ったシステムを選ぶ必要
がある。安価で取り組みやすい。

「企業の経営ソフト」であるという意
識が高い。入力作業をとことん簡略化
し、ユーザ目線で画面が作り込まれて
いる。最低限、必要なグラフは一目で
理解できる。未終了作業をメイン画面
中央に赤く表示し、作業遅れに気づか
せるなど工程管理に徹している。

圃場毎に立てた作業計画を基に実績を
記録していくことで、圃場毎の予算実
績管理システムとして評価が高い。月
次、年次で計画に対する進捗やズレを
作業と経費の面から管理できる。工程
管理と会計処理が連動しているので、
ユーザーは一度入力するだけで済む。

圃場の情報をクラウドに集約して管
理・保管できる先駆け的存在。現場で
作業するスタッフが入力するデータや
写真を経営者が活用する仕組みが整っ
ている。圃場に設置したセンサとリン
クしてデータを自動収集機能を試験中
で、今後も機能は拡充される見込み。
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